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要     約

外傷により後天性口蓋欠損を生じた猫および口腔内の悪性メラノーマに対する放射線治療，局所的化学療法により後
天性口蓋欠損を生じた犬に対して，シリコン系義歯床用長期弾性裏装材を用いて口蓋キャップを作成し，長期間の使用
経験を得た．外傷性口蓋欠損の猫においては口蓋欠損の外科的整復を繰り返したが治癒せず，口蓋キャップを装着し
た．その後2年以上の長期にわたり，口蓋キャップは使用が可能であった．口腔内腫瘍の犬においては放射線治療によ
り生じた後天性口蓋欠損に対して口蓋キャップを装着した．その後，腫瘍の再発により複数回の口蓋キャップ作成を行
い，1年以上にわたりQOLを維持できた．口蓋キャップは比較的短時間の鎮静麻酔で作成が可能であり，裂開を繰り返
す口蓋欠損や積極的な治療が必要な口腔内悪性腫瘍の治療後に生じた口蓋欠損の修復に対して有用性が高く，今後もさ
らなる適用が望まれる．―キーワード：後天性口蓋欠損，口蓋キャップ，義歯床用弾性裏装材．
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